
　

岐
阜
県
立
中
津
高
校
は
、
創
立
１
０
０
年
を
超
え
る

歴
史
を
持
つ
学
校
だ
。
同
県
南
東
部
に
位
置
す
る
東
濃

地
区
で
は
唯
一
の
単
位
制
普
通
科
高
校
と
し
て
、
地
域

の
発
展
を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

毎
年
、
生
徒
の
約
７
割
が
４
年
制
大
学
に
進
学
し
、

進
学
実
績
が
安
定
し
て
い
る
半
面
、
生
徒
の
進
路
意
識

の
育
成
に
は
課
題
が
あ
っ
た
。
大
学
入
試
に
向
け
た
準

備
を
本
格
化
さ
せ
る
時
期
が
遅
く
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
、
３
年
次
の
夏
季
休
業
に
入
っ
て
よ
う
や
く
腰
を
上

げ
る
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え
、
１
・
２
年
次
の
Ｌ
Ｈ

Ｒ
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
中
心
に
、
取
り
組

旧制・中津町立中津高等女学校
として開校。「自由と個人の尊厳・
思索と自己の完成」を校訓とし、
主体性や社会性を備えた生徒の
育成を目指している。２００７年度
の岐阜県立恵那北高校との統合
を機に、単位制に移行した。

設立 １９０６（明治39）年

形態 全日制・定時制／普通科／共学

生徒数 １学年約 200人

２０１７年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東北大、千葉大、
横浜国立大、富山大、信州大、岐阜大、静岡大、名古屋大、広島大、
岐阜県立看護大などに64人が合格。私立大は、青山学院大、東京
理科大、愛知学院大、南山大、立命館大などに延べ245人が合格。

住所 〒508ー0001　岐阜県中津川市中津川１０８８ー２

電話 0573ー66ー1361

Web site  http://school.gifu-net.ed.jp/nakatsu-hs/
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P R O F I L E

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、自
分
の

将
来
像
を
描
け
る
生
徒
の
育
成
を
図
る

体
系
的
な
進
路
探
究
活
動
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、

主
体
的
な
学
習
集
団
を
育
成

岐
阜
県
立
中
津
高
校

キ
ャ
リ
ア
教
育

変革のステップ

• 大学入試に向けた準備を始めるのが遅い生徒が多
く、進路意識の涵養に課題があった

背景と課題

実践内容

•「自分ならではの体験」を語れる生徒が増え、推薦・
ＡＯ入試の合格率が向上

•学校と生徒・保護者との信頼が深まった

•弁論大会の改編　１・２年次の弁論大会を、小論
文指導を中心とした取り組みから、進路探究活動
を中心とした取り組みへと改編。特に１年次には、
生徒が「自分は何に興味があるのか」というテーマ
とじっくり向き合えるようにした

•地域と連携し、ボランティア活動を推進　生徒の
視野を広げるため、旧中山道「馬

ま

籠
ごめ

宿
じゅく

」における通
訳を始めとした、地域と連携して行う多様なボラン
ティア活動を推進

•保護者向け進路勉強会の実施　年８～９回、保護
者を招いた勉強会を実施し、大学入試や就職、校
内の取り組みなどの情報を共有

成果と展望

＊プロフィールは２０１８年３月時点のものです
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み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
教
務
主
任
の
高
橋
俊

和
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
大
学
進
学
と
い
う
人
生
の
大
き
な
岐
路
に
お
い

て
、
本
当
に
進
み
た
い
道
を
選
ぶ
た
め
に
は
、
目
的

意
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
進
路
の

視
野
を
広
げ
な
が
ら
、『
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の

か
』『
社
会
で
何
が
し
た
い
の
か
』
を
し
っ
か
り
考

え
ら
れ
る
よ
う
、
全
校
体
制
で
指
導
を
工
夫
し
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
目
標
が
固
ま
れ
ば
、
学
習
意

欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
中
で
、
２
つ
の
柱
が
設

け
ら
れ
た
。
１
つ
は
、
体
験
的
な
進
路
学
習
だ
。
１
年

次
の
夏
季
休
業
前
に
は
、
主
要
な
学
問
系
統
に
つ
い
て

広
く
学
ぶ
た
め
の
教
師
に
よ
る
学
部
学
科
説
明
会
、
夏

季
休
業
明
け
か
ら
は
、
地
域
企
業
の
見
学
会
や
、
大
学
・

企
業
を
訪
問
し
て
学
問
系
統
別
の
講
座
を
聞
く
秋
季
研

修
（
図
１
）
な
ど
を
通
し
て
、
進
路
へ
の
視
野
を
広
げ

る
。
２
年
次
に
は
、病
院
や
市
役
所
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
中
心
に
、
実
際
に
社
会
に
出
て
体
験
す
る

場
を
設
け
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
は
、
１
・
２
年
次
の
弁
論
大
会
だ
。
同
校

の
伝
統
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
以
前
は
、
小
論
文
の

ス
キ
ル
の
育
成
を
目
指
し
、
論
述
・
発
表
の
指
導
に
重

点
を
置
い
て
い
た
。
し
か
し
、「
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ

が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
言
う
生
徒
も
多
く
、
思
う
よ
う

な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
生
徒

の
進
路
へ
の
考
え
を
い
か
に
深
め
さ
せ
る
か
」
と
い
う

観
点
で
内
容
を
改
編
し
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、
各

学
年
の
進
路
探
究
活
動
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
る
こ
と

に
し
た
。

　

各
学
年
と
も
に
、
３
学
期
の
弁
論
大
会
本
番
に
向
け
、

２
学
期
か
ら
準
備
を
始
め
る
。
１
年
次
で
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、
自
分
の
関

心
の
あ
る
分
野
を
探
る
中
で
テ
ー
マ
を
設
定
。
そ
れ
に

つ
い
て
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
弁
論
大
会

の
原
稿
に
用
い
る
小
論
文
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
書
く
。

自
分
の
考
え
や
主
張
を
必
ず
盛
り
込
む
よ
う
繰
り
返
し

伝
え
、
調
べ
た
事
実
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
は
書

き
直
す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
冬
季
休
業
中

に
、
１
２
０
０
～
１
５
０
０
字
の
小
論
文
に
取
り
組

む
。
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
小
論
文
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、「
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
」
と
言
う
生
徒
は
少
な
い
。

17
年
度
１
学
年
主
任
の
喜
多
川
博
先
生
は
、
こ
う
話
す
。

　
「
テ
ー
マ
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
進
路
に
か
か

わ
る
内
容
に
な
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
探
究
す

る
中
で
、『
興
味
を
持
っ
て
い
た
分
野
な
の
に
全
く

知
識
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
』『
調
べ
始
め
た
ら

弁
論
大
会
の
中
軸
を
進
路
探
究
と
し
、

生
徒
が
好
き
な
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る

岐
阜
県
立
中
津
高
校

喜
多
川
　

博
　
き
た
が
わ
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
１
学
年

主
任
。「
仕
事
に
対
し
て
は
『
現
状
維
持
は
失
敗
』、

生
徒
に
対
し
て
は
『
誠
心
誠
意
』
の
信
念
で
臨
む
」

岐
阜
県
立
中
津
高
校

小
栗
和
成
　
お
ぐ
り
・
か
ず
し
げ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。「
生
徒
自
身
の
夢
の
実
現
を
支
援
す
る
こ

と
」

岐
阜
県
立
中
津
高
校

高
橋
俊
和
　
た
か
は
し
・
と
し
か
ず

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
教
務
主

任
。「
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
支
援
」

岐
阜
県
立
中
津
高
校

西
山
敏
伸
　
に
し
や
ま
・
と
し
の
ぶ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指

導
部
。「
仕
事
も
授
業
も
『
明
る
く
、
楽
し
く
、
元

気
よ
く
』。
生
徒
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
を
大
切
に
」

２０１７年度秋季研修テーマ一覧図１

生徒が興味のある分野について探究し、希望進路の実現への意欲と関心を高められるよう、事前学習３
時間、事後学習１時間と、当日の１日を使って、学問系統別に研修している。 ＊学校資料を基に編集部で作成

講座名 研修場所 テーマ 参加人数（人）

文学 南山大学、愛知県図書館 文学研究とは何か・図書館とは何か ２４

語学・国際 日本福祉大学 国際理解・国際協力について考える １７

経済・経営 南山大学、
三菱東京ＵＦＪ銀行貨幣資料館

貨幣をキーワードに
経済学の間口の広さを知る １９

教育・保育 岐阜聖徳学園大学 教育学・保育学の内容を知り、体験しよう ２８

理学 南山大学理工学部 大学の数学を知る ５

工学 愛知工業大学、
トヨタ産業技術記念館 中部圏のものづくりと大学の研究を知る ３９

医療・看護 中部大学 医療と看護の分野とその実際について学ぶ ３６

芸術 名古屋芸術大学 将来の職業を視野に、
芸術系学部で学ぶことを知る １３

生活科学 中京学院大学 栄養・食品学について ４
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意
外
と
面
白
く
な
か
っ
た
』
と
言
う
生
徒
も
い
ま
し

た
。
学
問
を
深
め
る
難
し
さ
を
実
感
し
、
自
分
の
適

性
を
知
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

３
学
期
に
は
、
書
き
上
げ
た
小
論
文
を
用
い
て
弁
論

の
練
習
が
始
ま
る
。
４
人
１
組
で
発
表
し
合
い
、
率
直

な
感
想
や
意
見
を
述
べ
合
う
。
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
基

に
、
発
表
の
仕
方
や
内
容
な
ど
を
修
正
し
た
上
で
、
各

ク
ラ
ス
で
発
表
会
を
開
く
。
内
容
、
構
成
の
分
か
り
や

す
さ
、
主
張
の
明
確
さ
、
発
表
の
態
度
の
４
観
点
に
つ

い
て
、
各
５
段
階
で
生
徒
が
相
互
評
価
し
、
感
想
も
書

き
添
え
る
。
そ
う
し
て
各
ク
ラ
ス
か
ら
代
表
者
を
１
人

ず
つ
選
抜
し
、
学
年
で
弁
論
大
会
を
行
う
（
写
真
１
）。

17
年
度
１
年
生
で
は
、
命
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た

生
徒
が
最
優
秀
者
と
な
っ
た
。
命
へ
の
真
摯
な
思
い
、

身
振
り
手
振
り
を
交
え
た
巧
み
な
語
り
口
に
心
を
打
た

れ
、
目
頭
を
押
さ
え
る
教
師
や
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
う
。
生
徒
の
感
想
に
も
、「
自
分
の
主
張
が
い

か
に
底
の
浅
い
も
の
で
あ
る
か
に
気
づ
い
た
」「
２
年

次
で
は
、
も
っ
と
自
分
の
考
え
を
盛
り
込
み
た
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
多
く
、
ク
ラ
ス
代
表
者
の
発
表
に
大
き

な
刺
激
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
と
い
う
。

　

２
年
次
は
、
基
本
的
に
１
年
次
と
同
じ
流
れ
で
進
む

が
、
準
備
期
間
で
さ
ら
に
探
究
を
深
め
る
た
め
に
、
ク

ラ
ス
横
断
で
学
問
分
野
ご
と
に
10
〜
12
の
ゼ
ミ
に
分
か

れ
、小
論
文
の
作
成
に
取
り
組
む
。
１
年
次
と
同
じ
テ
ー

マ
に
し
て
も
、
変
え
て
も
構
わ
な
い
。
担
任
と
副
担
任

が
、
自
身
の
担
当
教
科
に
近
い
分
野
の
ゼ
ミ
の
顧
問
と

し
て
指
導
に
当
た
る
。

　

小
論
文
に
ゼ
ミ
形
式
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
11
月
に
行
う
大
学
教
員
を
講
師
と
し
て
招
く
出
前

講
義
へ
の
生
徒
の
興
味
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
進

路
指
導
主
事
の
小
栗
和
成
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
生
徒
は
、
講
師
が
語
る
研
究
の
方
法
や
発
見
の

喜
び
な
ど
を
、
現
在
の
自
分
の
探
究
活
動
と
重
ね
合

わ
せ
、
実
感
を
伴
っ
て
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。各
教
育
活
動
が
互
い
に
影
響
し
合
い
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
気

づ
き
や
学
び
が
深
ま
っ
て
い
く
の
だ
と
、
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
」

　

生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
機
会
と
し
て
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
重
視
し

て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
生
徒
が
青
年
会
議
所
の

協
力
の
下
に
行
っ
た
、
学
校
祭
や
街
頭
で
の
献
血
の
啓

発
活
動
だ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
中
津
川
市
役
所
や
商
工

会
議
所
、
法
人
会
、
中
京
学
院
大
学
と
の
連
携
も
進
め
、

Ｊ
Ｒ
中
津
川
駅
前
で
行
わ
れ
る
定
期
市
「
六
斎
市
」
で

販
売
す
る
商
品
を
開
発
し
た
り
、
吹
奏
楽
部
や
ギ
タ
ー

マ
ン
ド
リ
ン
部
に
よ
る
演
奏
会
を
開
い
た
り
と
、
様
々

な
取
り
組
み
が
実
現
し
て
い
っ
た
。

　

15
年
度
か
ら
は
、
同
校
が
拠
点
校
を
務
め
る
「
岐
阜

県
英
語
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
同
市
の
観
光
名
所
の
１
つ
で
あ
る
旧
中
山
道
の

宿
場
町
「
馬ま

籠ご
め

宿じ
ゅ
く
」
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
年
３
〜
４
回
、
外
国
人
観
光
客
に
対
し
て
、

生
徒
が
通
訳
を
し
た
り
、
道
案
内
を
し
た
り
す
る
ほ
か
、

商
店
か
ら
依
頼
を
受
け
、
商
品
を
広
告
す
る
チ
ラ
シ
を

作
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。
地
域
の
産
業
へ
の
理
解
を
深

め
、
視
野
を
広
げ
る
機
会
と
な
る
た
め
、
生
徒
に
は
積

極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
進
路
指
導
部
で
英

語
科
の
西
山
敏
伸
先
生
は
、
教
科
学
習
へ
の
意
識
づ
け

に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
だ
と
語
る
。

　「
生
徒
が
授
業
で
身
に
つ
け
た
英
語
力
を
活
用
で

き
る
よ
う
、
実
際
に
外
国
人
と
交
流
す
る
場
を
設
け

た
い
と
考
え
、
本
校
か
ら
観
光
協
会
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
協
会
か
ら
は
快
諾
が
得
ら
れ
、
さ
ら

に
要
望
も
挙
げ
て
も
ら
い
、
企
画
が
一
気
に
具
体
化

し
て
い
き
ま
し
た
」

　

16
年
度
に
は
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強
化

し
、
地
域
貢
献
を
進
め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

う
部
活
動
「
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
コ
ネ
ク
シ
ョ

地
域
と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
推
進
し
、生
徒
の
視
野
を
広
げ
る

写真１　１年生のクラス代表者が、「最小限主義という生き方」
「体育の意味」「日本の農業の課題」「不滅の意見」といった様々
なテーマで発表。黒板を使って説明したり、プロジェクターで
写真や絵画を示したりと、自分の考えを分かりやすく発表しよ
うとする工夫が見られた。
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ン
・
ク
ラ
ブ
）」
を
設
置
し
た
（
写
真
２
）。
生
徒
全
員

が
所
属
す
る
部
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
少
な
い
生
徒
で
も
気
軽
に
参
加
し

や
す
く
な
り
、
興
味
の
あ
る
地
域
行
事
を
意
欲
的
に
手

伝
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

生
徒
の
進
路
へ
の
意
識
づ
け
を
効
果
的
に
進
め
る
た

め
、
保
護
者
へ
の
進
路
情
報
の
共
有
も
最
重
要
課
題
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

そ
の
中
心
的
な
取
り
組
み
が
、年
８
〜
９
回
行
う
「
保

護
者
の
た
め
の
進
路
サ
ポ
ー
ト
勉
強
会
」
だ
。
教
師
と

保
護
者
の
距
離
を
近
づ
け
る
た
め
、
あ
え
て
体
育
館
な

ど
で
は
な
く
、
会
議
室
で
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
行
う
。

ま
た
、
仕
事
を
持
つ
保
護
者
も
参
加
し
や
す
く
な
る
よ

う
、時
間
は
19
時
〜
20
時
30
分
に
設
定
し
て
い
る
。
テ
ー

マ
に
は
、
大
学
進
学
費
用
（
４
月
）
や
、
大
学
入
試
の

最
新
動
向
（
６
月
）、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
出
願
（
９
月
）

と
い
っ
た
一
般
的
な
情
報
の
ほ
か
、
難
関
大
学
に
合
格

し
た
卒
業
生
の
足
跡
と
い
っ
た
同
校
独
自
の
情
報
も
盛

り
込
み
、
保
護
者
の
満
足
度
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫

し
て
い
る
。
ま
た
、
親
子
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、
同
日
の
昼
間
、
同
じ
講
演
を
生
徒
向

け
に
行
う
こ
と
も
多
い
。
以
前
は
、
会
場
の
準
備
に
手

間
が
か
か
っ
た
が
、
管
理
職
の
配
慮
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力

に
よ
っ
て
会
場
棟
の
１
階
に
保
護
者
用
の
下
足
箱
と
ス

リ
ッ
パ
を
設
置
し
、
会
議
室
に
椅
子
１
５
０
席
を
常
備

し
て
か
ら
は
、
教
師
の
負
担
が
大
き
く
減
少
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
の
評
判
は
良
好
で
、
繰
り
返
し
出
席
す

る
保
護
者
も
目
立
ち
、
多
い
時
に
は
学
年
の
40
〜
50
％

の
保
護
者
が
足
を
運
ぶ
。
校
区
の
中
学
校
の
教
師
が
参

加
す
る
こ
と
も
あ
り
、「
面
倒
見
の
よ
い
学
校
」
と
い

う
評
価
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　「
生
徒
が
本
当
に
進
み
た
い
道
を
選
ぶ
た
め
に
は
、

保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

私
た
ち
教
師
の
思
い
や
入
試
環
境
の
変
化
を
伝
え
る

場
を
定
期
的
に
設
け
、『
大
学
入
試
は
団
体
戦
で
あ

る
』
と
い
う
意
識
を
保
護
者
と
も
共
有
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
高
橋
先
生
）

　

一
連
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
将
来
の
志
望
や
大
学

で
学
ぶ
意
義
に
気
づ
く
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
合
格
率
の
高
さ
か
ら
も
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
、
例
年
40
〜
50
％
の
生
徒
が
合
格
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
探
究
活
動
の
テ
ー
マ
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
き
っ
か
け
に
そ
の
分

野
を
目
指
し
、
そ
の
生
徒
に
し
か
語
れ
な
い
体
験
を
積

み
重
ね
て
き
た
成
果
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　「
取
り
組
み
を
継
続
す
る
中
で
、
生
徒
・
保
護
者

の
教
師
に
対
す
る
信
頼
感
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
進

路
決
定
の
場
面
で
、
教
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
素
直
に

耳
を
傾
け
る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。『
あ
の
時
の
先

生
の
一
言
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
』
と
言
っ
て
く

れ
る
卒
業
生
も
多
く
、
教
師
と
し
て
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
」（
西
山
先
生
）

　

今
後
は
、
一
般
入
試
で
の
合
格
者
の
増
加
と
、
さ
ら

な
る
高
み
を
目
指
す
意
欲
の
喚
起
に
向
け
、
指
導
改
善

を
進
め
て
い
く
。
16
年
度
入
学
生
が
１
年
生
の
時
に
は
、

旧
帝
大
を
始
め
と
す
る
難
関
国
公
立
大
学
志
望
者
を
対

象
に
、
各
教
科
・
科
目
の
学
習
の
仕
方
や
心
構
え
な
ど

を
伝
え
る
説
明
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
38
人
の
生
徒
が

参
加
し
た
。
そ
う
し
た
各
学
年
の
新
た
な
取
り
組
み
を

学
校
全
体
で
共
有
し
、
改
善
を
重
ね
て
い
く
考
え
だ
。

　「
意
志
の
あ
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
道
は
開
け
ま
す
。

高
い
と
思
え
る
ハ
ー
ド
ル
で
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、

乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
、
何

よ
り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
そ
う
し
た

意
欲
的
な
生
徒
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
生
徒
が
秘
め

て
い
る
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
喜
多
川
先
生
）

岐阜県立中津高校

一
般
入
試
で
の
合
格
者
の
増
加
を

目
指
し
、指
導
改
善
を
続
け
て
い
き
た
い

写真２　ＣＣＣでは、全校生徒が部員となり、全教師が顧問を
務める。病院の防災訓練を手伝ったり、児童館や福祉施設の
行事に参加して子どもに読み聞かせを行ったりといった多彩な
活動を通して、地域貢献を図っている。発足初年度である2016
年度には、延べ４１２人の生徒がボランティア活動に取り組んだ。

保
護
者
と
の
勉
強
会
に
よ
り
、

「
受
験
は
団
体
戦
」
の
意
識
を
醸
成
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